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駅家中学校区 校番 82 福山市立駅家北小学校 
   

 最終更新日   202３年（令和５年）２月 1 日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

○「自分の良さは周りの人から認め

られている」が年々向上している。 

○意欲的に授業に取る組む児童・生

徒は多いが，自分の考えを持ち，

子ども同士が関わり合いながら考

えを深めることに課題がある。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

＜中学校＞   思考力  コミュニケーション力・協調性  意志決定力・志 

＜小学校＞ 課題発見・解決力 コミュニケーション力     挑戦する力 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

○日常生活の中に課題を見つけ出し，自分の知識を総動員して答えを導き出す。 

○他者との関係を協調的に築きながら，自分の考えを発信し，仲間と課題解決する。 

○自分の人生を切り開き豊かな未来を創ろうと見通しや展望を持ち自己決定する。 

中学校区として 
統一した取組等 

○「主体的な学びによる思考力・判断力・表現力の育成」を研究テーマとする。 

・学力調査の分析から課題をつかみ具体的な手立てを研究し，授業改善を進める。 

・各種アンケート等による結果から，個別最適化を図り，子どもに「自己決定」の場を多く与える。 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

〇既習事項を常に想起させたり,自分の経験と重ねて発言したりすることに

より,「授業で考えることが楽しい」と感じる児童が増えている。 

〇学力の伸びを把握する調査（５，６年）において，５→６年算数以外は，

いずれも市平均の伸びを上回った。全国学力・学習状況調査も市平均を国

語+９ポイント，算数+６ポイント上回った。 

＜授業＞ 

○児童の疑問を引き出すための教材研究を行い,子どもの思考にそった授業

展開（発問・指示等）を深めている。 

○思考ツールの活用やペア学習を通して，児童の主体的・対話的で深い学び

を実現しようとしている。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
課題発見・解決力 コミュニケーション力 挑戦する力 

めざす 

子ども像 

低 学

年 

〇身近な問題に対して疑問

を持ち，自分なりに導き出

した答えを表現・実行する

力 

〇自分の役割に責任を持つ

力 

〇自分の考えを伝える力 

〇学級・学年や家族の一員

であることを自覚し，主体

的に学ぶ力 

中 学

年 

〇地域や社会の問題に対し

て，持っている知識を関連

付けて考え，自分なりに導

き出した答えを表現・実行

する力 

〇自分の役割や言動に責任

を持ったり，助け合った

りする力 

〇自分の考えを伝え，相

手の考えを比較しながら

聞く力 

〇学校や地域の一員であ

ることを自覚し，主体的に

学んだり難しいことにも

チャレンジしたりする力 

高 学

年 

〇様々な問題に対して，持

っている知識や経験等をフ

ル活用して考え，自分なり

に導き出した答えを表現・

実行する力 

〇自分の役割や言動に責

任を持ち，共感的に聴き

ながらアイディアや知識

を共有し深める力 

〇地域・社会の一員である

ことを自覚し，持続可能な

社会に向け，主体的に学ん

だり困難に立ち向かった

りする力 
   

研究 
テーマ 

「主体的な学びによる思考力・判断力・表現力の育成」 

～子どもが知的好奇心・意欲をもち，課題に向かって対話的に学び合う授業の創造～ 

内容等 学びに向かう基盤である知的好奇心を高める教材研究 

めざす授業の姿 

○持っている知識を関連付けたり自分で方法を判断・決定したりして主体的に学び合
う授業 

○児童同士の協働や対話により，自分の考えを広げたり深めたりして対話的に学び合

う授業 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

○ICT を使いこなせないと社会につ

いていけない時代になっている。 

情報モラルを学習しながら行って

いる。リアル＆デジタル それぞ

れを使い分ける中で，学びを高め

ていってもらいたい。 

 

ミッション 

地域や保護者の信頼に応え，地域住民から愛される学校を地域と共に創造する 

 
学校教育目標 

主体的に学び 仲間と共に 伸びゆく子どもの育成 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス
評価

達成
評価

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状

況 

プロセス
評価

達成
評価

総合 
評価 

改善方策 

４ 確かな学力 

基礎的・基本的

な 学 力 の 定 着

を 図 る と と も

に，主体的で対

話 的 な 学 び を

通 し て ， 思 考

力・判断力・表

現力の育成 

★ 継

続 

児童が自分の考

えを持ち，仲間と

対話する中で学

び合う授業にす

る。 

自分の考えをも
ち，子ども同士の
発言の関わりを
深めながら，学び
合える授業を行
う。 

研修等を通して 

課題の共有を校 

内で行う。 

「授業が分かり，
考えることが楽
しい」 
児童肯定的回答 

前年度（８６％）
以上 

「課題の解決に向
けて自分で考え
自分から取り組
んでいる」 

児童肯定的回答 

前年度（８４％）
以上 

「授業が分かり，考

えることが楽しい」

と考える児童の割

合は89％，「課題

の解決に向けて自

分で考え自分から

取り組んでいる」と

考える児童の割合

は88％である。 

学テや調査の結果

から，学力の定着は

図れているが，自分

の考えを伝えるこ

とや友だちと話し

合い，考えを深め広

げることに課題が

見られる。 

４ ４ 

「自ら発表するこ

と」の趣意説明を

行い，発表の場を

作り，発表した子

を励ますとともに

指名方法を考えた

り，反応の仕方を

話し合ったりし

て，発表できる雰

囲気を作ってい

く。 

模擬授業形式での

研修や事前検討会

を行い，お互いの

授業を見合う機会

を設けていく。 

 

「授業が分か

り，考えること

が楽しい」と考

える児童の割合

は8６％，「課題

の解決に向けて

自分で考え自分

から取り組んで

いる」と考える

児童の割合は 

９０％である。 

放課後に，定期
的に授業提案や
教材研究の方法
を紹介するなど
の自主研修の場
を設定し，授業
改善を行ってき
た。 

【達成率100%】
【達成率107%】

４ ４ ５ 

目標の達成状況

から，授業内容

が難しくなって

きてはいるが,自

分で考えること

が楽しいと感じ

ている児童の割

合は増えている

ことがわかる。

引き続き，発表

できる雰囲気を

作っていくとと

もに，学年や全

校での研修及

び，教材研究を

行う。 

４ 豊かな心 

児童一人ひと

りの自己肯定

感を高め，意

欲的に活動で

きる集団づく

り 

★ 継

続 

自分が他者や集団

のためになり，認め

られていると感じ

るなどの体験を多

く仕組み，自己肯定

感を高める。 

学校行事，学級活 

動，縦割り班活動 

等を通して，肯定 

的に評価する場 

面を増やし，自己 

肯定感を高める。 

（担任外の教員 

からの評価も児 

童に伝える。） 

「自分の良さは
周りから認めら
れている」 
児童肯定的回答 

前年度（８５％）
以上 

「自分の良さは周
りから認められて
いる」児童肯定的回
答８７％。 

帰りの会の時間が

足りず，１日の振

り返りと良さを認

め合う時間が取り

にくかった。道徳

や学活の時間を活

用して，友達の良

さを伝え合う活動

を行った。 

 

３ ４ 

帰りの会の時間を

確保し，各学級で１

日の振り返りと良

さを認め合う場を

設定する。運動会や

音楽発表会等の行

事では，学年間でよ

さを伝え合う。 

「自分の良さは
周りから認めら
れている」 
児童肯定的回答
８７％。 

運動会や音楽発
表会等の行事で
は，学年間でよさ
を伝え合うこと
ができた。 
 
【達成率102%】

３ ４ ５ 

帰りの会等を活

用し，学級の中

で認め合う場を

設定する。行事

等を通して，肯

定的に評価する

場面を増やす。

委員会活動など

を通して，担任

外の教員からの

評価を積極的に

児童に伝える。 

福山市立駅家北小学校 
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４ 健やかな体 

基本的な生活

習慣の定着と

体力向上の推

進 

 見

直

し 

基本的生活習慣

を身に付けさせ

るとともに，運動

することの楽し

さを感じさせな

がら体力向上を

図る。 

持久力を高める
ために，体育授業
のはじめに体力
づくりにつなが
る活動を行って
いく。 
運動する機会を
増やすために，ス
ポーツウィーク
の取組を積極的
に行う。 

「自分は進んで体
力づくりを行って
いる」 

児童肯定的回答 

前年度（８０％）
以上 

「自分は進んで体力
づくりを行ってい
る」児童肯定的回答
82％。 

新体力テストの結
果を受け，体育授
業のはじめに取り
組む運動を体育委
員会より紹介し，
各学級で行った。 

３ ４ 

マラソン大会やな

わとび大会に向け

て，スポーツウィ

ークを設定して運

動に取り組む。晴

れているときは 1

日1回外遊びをす

ることを基本とし

て声をかける。 

「自分は進んで
体力づくりを行
っている」 
児童肯定的回答 
82％。 

マ ラ ソ ン 大 会
等に向けて，ス
ポ ー ツ ウ ィ ー
ク を 設 定 し 運
動 に 取 り 組 ま
せた。晴れの日
には 1 日 1 回
外 遊 び を す る
よ う 声 を か け
た。 
【達成率103%】

３ ４ ５ 

新体力テストの

結果を受け，柔軟

性を高める運動

を授業等を中心

に，継続的に取り

入れる。 

運動する機会を

増やすために，

スポーツウィー

クの取組を積極

的に行う。 

２ 

 

信頼される学校 

保護者・地域

に開かれた学

校づくりの推

進 

 継

続 

学校の様子を保

護者・地域に積極

的に発信し，理解

を得る。 

学校だより，ホー 

ムページ，学校行 

事についての掲 

示，メール配信， 

タブレット（グー 

グル）等を通して 

タイムリーに情 

報を発信する。 

「駅家北小学校
に通わせてよか
った」 

保護者肯定的回答 

9０％以上 

学校だよりは定期
的に発行した。ま
た，メール配信によ
り，学校からの連絡
事項を丁寧に伝え
た。 

保護者肯定的回答 

９５％ 

４ ４ 

児童間でのトラブ

ルに対して迅速に

対応するよう心掛

けると同時に，保

護者と普段から学

習面を含めた連携

を行う。 

「駅家北小学
校に通わせて
よかった」 
保護者肯定的回
答９６％ 
保護者が必要と
すると思われる
情報は，丁寧に
伝えることを心
掛けた。 

【達成率107%】 

４ ４ 5 

担任（学校）と

保護者との連携

を深め，児童同

士のトラブルだ

けでなく，児童

の成長等も保護

者に伝える。 

４ 教職員の元気 

仕事に意義や

やりがいを感

じる働き方改

革の推進 

 見

直

し 

教育活動や内容

の見直しを随時

行う。 

ICTの活用を通し 

て，事務処理の効 

率化を図ると同 

時に，教育課程の 

編成や行事の在 

り方を工夫し，教 

職員が働きやす 

い職場にする。 

仕事に意義とやり
がい（意欲）を感
じる教職員 

前年度（９３％）
以上 

事務作業の効率化

を図ったり，ICT

の活用を推進した

りすることに取り

組めている。 

教職員の肯定的評

100%(100NEN

教育アンケート) 

４ ５ 

引き続き業務改善

を中心とした働き

方改革を色々な角

度から見直す。 

仕事に意義とや
りがい（意欲）
を感じる教職員 

９４．１％ 
業務の見通しを
明確にすること
やSSSへの依頼
を計画的にし，
時間を生み出し
た. 。 

【達成率101%】 

４ ４ ５ 

分掌や行事等の
教育活動を振り
返り，適切な業務
量と教職員一人
一人が責任を持
って業務に向き
合えるように，組
織のマネジメン
トを行う。 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


